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今
日
、
山
本
有
三
氏
の
読
者
と
い
う
も
の
は
、
随
分
ひ
ろ
い
社
会
の
各
層
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

　
大
仏
次
郎
氏
な
ど
の
作
品
も
、
吉
屋
信
子
氏
が
読
ま
れ
る
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
多
く
の
読
者
を
も
っ
て

い
る
こ
と
で
は
、
山
本
有
三
氏
と
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
作
者
と
読
者
と
の
間
に
あ
る
共
感
の
種
類
は
、
必

ず
し
も
こ
の
二
人
の
作
者
に
於
て
同
じ
も
の
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
大
仏
次
郎
氏
の
近
作
「
雪
崩
」
な

ど
を
見
て
も
、
読
者
が
大
仏
氏
に
牽
か
れ
る
の
は
、
こ
の
作
者
の
こ
の
作
者
ら
し
い
人
生
観
照
の
或
る
気

分
、
現
代
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
一
部
の
人
々
が
よ
か
れ
あ
し
か
れ
実
際
に
も
っ
て
お
り
、
或
は
扮

装
と
し
て
ポ
ー
ズ
し
て
い
る
知
的
情
感
的
な
或
る
気
分
の
、
文
学
的
表
現
の
味
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
仏
氏
の
読
者
た
ち
は
、
大
仏
氏
の
作
品
の
裡
に
、
自
分
た
ち
の
現
実
の
姿
の

断
片
を
発
見
し
、
更
に
そ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
、
実
質
は
案
外
に
貧
弱
な
現
実
を
、
些
い
さ
さか
の

雰
囲
気
で
装
飾
す
る
こ
と
を
も
見
習
う
の
で
あ
る
。

　
山
本
有
三
氏
の
読
者
た
ち
、
山
本
氏
の
作
品
か
ら
何
か
を
期
待
し
て
い
る
人
々
は
、
そ
う
い
う
気
分
を

主
と
し
た
気
持
よ
り
、
も
っ
と
ず
っ
と
謂
わ
ば
野
暮
く
さ
い
も
の
を
も
っ
て
作
者
に
向
っ
て
い
る
と
思
う
。

何
か
人
生
的
な
、
何
か
社
会
の
指
針
的
な
、
何
か
誠
実
な
生
き
て
ゆ
く
人
間
の
姿
の
表
現
を
、
読
者
は
山
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本
有
三
氏
に
求
め
て
い
る
。
山
本
有
三
氏
と
読
者
と
の
結
び
つ
き
は
、
ど
こ
か
只
面
白
い
小
説
と
い
う
以

上
の
も
の
に
対
す
る
暗
黙
の
契
約
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

は
、
今
日
の
社
会
に
於
け
る
一
社
会
人
と
し
て
の
山
本
氏
に
対
す
る
信
用
を
も
醸
し
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
間
、
志
賀
暁
子
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
山
本
氏
が
文
筆
の
上
で
示
し
た
態
度
は
一
般
の
記
憶
に
ま

だ
新
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
あ
い
う
場
合
に
限
ら
ず
、
山
本
有
三
氏
は
、
他
の
多
く
の
作
者
た
ち
に
比

べ
る
と
昔
か
ら
、
社
会
的
な
行
動
の
多
い
人
で
あ
る
。

　
作
品
を
書
く
こ
と
は
、
一
つ
の
極
め
て
現
実
的
な
社
会
的
実
践
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
作
品
以
前
の

問
題
と
し
て
、
社
会
関
係
の
間
に
処
し
て
作
者
が
行
動
す
る
、
そ
の
行
動
に
お
い
て
、
山
本
氏
は
現
代
社

会
の
不
合
理
の
或
る
面
に
抗
議
的
に
行
動
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
二
二
年
に
楠
山
正

雄
氏
と
シ
ュ
ニ
ツ
レ
ル
選
集
を
編
輯
し
て
そ
の
印
税
の
全
部
を
敗
戦
国
の
老
文
豪
に
送
っ
た
こ
と
も
、
単

に
山
本
氏
が
独
文
出
身
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
の
内
面
の
動
機
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
戯
曲
家
と
し
て
の
氏

が
、
自
作
の
上
演
に
当
っ
て
劇
場
側
の
態
度
が
わ
る
い
場
合
、
勝
手
に
改
作
し
た
り
、
無
断
上
演
し
た
り

し
た
場
合
、
法
律
的
手
段
に
よ
っ
て
も
作
者
と
し
て
の
正
当
な
権
利
を
主
張
し
て
来
て
い
る
例
は
今
日
迄

一
再
に
止
ま
ら
な
い
。
最
近
に
も
、
放
送
局
と
の
間
に
、
同
種
類
の
問
題
が
生
じ
て
、
山
本
氏
は
自
作
の
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放
送
を
中
止
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
山
本
氏
は
、
封
建
的
な
芝
居
も
の
の
社
会
で
、
作
者
が
従
来
お
か
れ
て
い
た
隷
属
的
な
地
位
を
引
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
或
る
意
味
で
の
社
会
的
関
心
か
ら
、
誰
に
し
ろ
厭
に
き
ま
っ
て
い
る
い﹅
ざ﹅

こ﹅
ざ﹅
に
堪
え
て
主
張
を
押
し
通
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
資
本
主
義
の
機
構
の
中
で
、
作
家
と
そ
の
作
品
と
い
う
も
の
は
、
多
く
の
場
合
芸
術
家
と
そ
の

芸
術
と
い
う
に
価
す
る
だ
け
の
社
会
的
重
し
を
も
た
さ
れ
な
い
し
、
又
持
た
せ
得
る
作
者
も
尠
い
。
山
本

氏
が
放
送
局
と
正
面
衝
突
を
辞
さ
な
い
気
持
の
根
柢
に
は
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
鬱
積
と
爆
発
と
が
う
か

が
え
る
。
何
で
も
一
身
の
打
算
と
安
寧
か
ら
だ
け
進
退
し
た
が
る
現
今
の
人
心
を
、
よ
い
と
認
め
る
こ
と

の
出
来
な
い
常
識
に
、
こ
う
い
う
山
本
有
三
氏
の
或
る
程
度
の
社
会
正
義
感
の
発
動
は
、
少
な
か
ら
ず
触

れ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
山
本
有
三
氏
の
正
義
感
は
、
常
識
を
備
え
た
今
日
の
一
般

人
の
胸
の
中
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
正
義
感
の
分
量
に
丁
度
工
合
よ
く
ふ
れ
て
行
き
、
そ
の
扉
を
た
た
き
、

そ
し
て
平
凡
な
日
常
の
中
に
そ
の
ま
ま
通
り
す
ぎ
て
ゆ
く
。
読
者
の
内
に
新
し
い
疑
問
を
か
き
立
て
て
、

そ
の
人
間
が
鏡
を
と
っ
て
改
め
て
自
分
の
顔
を
見
直
さ
ず
に
お
ら
れ
な
い
程
の
不
安
を
点
火
し
た
り
、
そ

の
人
の
営
ん
で
い
る
今
日
の
生
活
の
底
が
、
あ
あ
破
れ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
さ
せ
る
程
の
震
撼
を
与
え
る

こ
と
も
な
い
。
山
本
有
三
氏
の
作
品
を
読
む
と
、
人
々
は
作
者
の
正
義
感
を
快
く
共
感
し
、
そ
の
こ
と
で
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自
分
の
人
間
ら
し
い
、
誠
意
の
感
情
を
楽
し
み
、
日
常
的
な
努
力
感
を
刺
戟
さ
れ
、
同
時
に
、
益
々
今
日

の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
暮
し
の
姿
を
肯
定
す
る
気
持
を
励
ま
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
の
私
た
ち
の
日
暮
し

な
る
も
の
の
土
台
は
ま
こ
と
に
矛
盾
撞
着
甚
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
作
者
山
本
氏
の
与
え
る

種
類
の
正
義
感
の
満
足
に
は
一
面
に
、
そ
の
当
然
の
性
質
と
し
て
大
き
く
現
代
の
常
套
と
妥
協
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
否
、
或
は
、
他
の
多
く
の
作
者
が
何
の
抵
抗
を
も
示
さ
ず
頭
か
ら
現

実
の
事
大
勢
力
に
屈
服
し
て
い
る
に
対
し
て
、
人
及
び
芸
術
家
と
し
て
の
山
本
有
三
氏
は
一
応
矛
盾
を
も

指
摘
し
、
そ
れ
に
抗
議
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
間
の
真
情
を
も
と
り
あ
げ
、
而
し
て
後
、
一
般
の
温
順
な
市

民
が
そ
う
で
あ
る
通
り
根
本
的
な
妥
協
へ
の
道
を
開
い
て
見
せ
て
い
る
。
そ
の
自
覚
さ
れ
た
妥
協
こ
そ
、

山
本
氏
の
読
者
が
一
層
山
本
氏
の
不
安
の
お
そ
れ
な
い
正
義
感
を
わ
が
身
に
近
い
も
の
と
し
て
感
じ
得
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
は
る
ま
い
か
。
私
は
、
こ
の
微
妙
な
綾
を
も
っ
て
山
本
氏
の
芸
術
の
中
に
織
り
出
さ

れ
て
い
る
社
会
的
正
義
感
の
姿
に
、
深
い
興
味
を
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
五
六
年
前
改
造
社
か
ら
一
冊
の
大
型
で
山
本
有
三
全
集
が
出
版
さ
れ
た
。
最
後
に
一
九
三
一
年
迄
の
年

譜
が
附
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
年
譜
で
は
あ
る
が
、
作
家
山
本
有
三
を
理
解
す
る

上
に
は
大
切
な
役
割
を
示
し
て
い
る
。

　
本
名
勇
造
、
山
本
有
三
は
一
八
八
七
年
、
明
治
二
十
年
に
、
栃
木
町
に
生
れ
た
。
父
は
宇
都
宮
の
藩
士
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で
あ
っ
た
が
、
維
新
後
裁
判
所
の
書
記
を
勤
め
、
勇
造
が
生
れ
た
時
分
は
小
さ
な
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
。

生
れ
つ
き
弱
い
赤
坊
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
兄
妹
に
つ
い
て
一
筆
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
を
見
る
と
一
人
息
子
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
体
の
弱
い
勇
造
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
す

ぐ
浅
草
の
方
の
呉
服
屋
へ
奉
公
に
や
ら
れ
た
。
奉
公
が
い
や
で
た
ま
ら
ず
、
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
な
上

体
も
そ
う
丈
夫
で
な
い
小
僧
の
生
活
が
、
ど
ん
な
苦
し
い
も
の
で
あ
る
か
。
変
り
も
の
の
、
役
に
立
た
な

い
小
僧
と
し
て
扱
わ
れ
苦
痛
か
ら
翌
年
逃
げ
出
し
て
家
に
か
え
り
、
学
校
へ
入
り
た
い
と
云
っ
た
と
こ
ろ
、

父
親
は
、
学
問
な
ん
ぞ
さ
せ
る
と
生
意
気
に
な
る
と
云
っ
て
許
さ
ず
、
家
業
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。

　
当
時
の
士
族
あ
が
り
の
父
親
た
ち
一
般
の
も
の
の
考
え
か
た
と
比
較
し
て
、
こ
れ
は
珍
し
い
。
何
故
な

ら
、
そ
の
頃
の
士
族
た
ち
は
、
自
分
に
息
子
で
も
あ
れ
ば
何
と
か
一
つ
学
校
で
も
出
し
て
当
時
流
行
の
官

員
様
に
仕
上
げ
、
明
治
の
社
会
に
位
階
勲
等
の
片
端
で
も
貰
う
こ
と
に
果は
敢か
な
い
幻
を
描
い
て
い
る
の
が

通
例
で
あ
っ
た
。
勇
造
の
父
親
が
、
息
子
に
学
問
を
許
さ
な
か
っ
た
心
持
、
生
意
気
に
な
る
と
、
憤
激
を

さ
え
も
っ
て
そ
れ
を
阻
止
し
た
心
持
、
そ
こ
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
作
家
の
少
年
時
代
の
好
学
心
の
具
体
化
は
常
に
父
親
の
そ
う
い
う
態
度
と
の
挌
闘
を
も
っ
て
、
苦

学
の
実
力
で
も
っ
て
結
果
的
に
闘
い
と
ら
れ
て
行
っ
た
跡
が
見
え
る
。
十
八
の
年
、
幾
度
か
父
親
と
衝
突

し
た
揚
句
、
漸
く
母
の
と
り
な
し
で
上
京
。
正
則
英
語
学
校
予
備
校
に
入
っ
た
こ
の
時
の
有
三
は
幾き
何か
と
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い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
幾
何

い
く
ば
く
と
読
ん
で
友
達
に
笑
わ
れ
た
。
だ
が
、
翌
年
の
秋
に
は
、
東

京
中
学
の
五
年
の
二
学
期
の
補
欠
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
六
高
に
入
っ
た
時
、
「
父
は
じ
め
て
喜
ぶ
」

と
特
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
秋
に
「
父
が
死
去
し
た
の
で
、
入
学
を
取
消
し
、
家
事
の
後
始
末
を

す
る
た
め
、
荷
物
を
背
負
っ
て
商
い
を
や
る
。
」
一
九
〇
八
年
。
「
家
事
整
理
の
傍
ら
、
受
験
勉
強
を
な

し
、
再
び
高
等
学
校
の
入
学
試
験
に
応
ず
。
学
科
試
験
に
は
優
良
の
成
績
で
及
第
し
た
が
、
体
格
検
査
の

時
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
た
た
め
、
病
弱
修
学
に
堪
え
ざ
る
も
の
と
し
て
不
合
格
と
な
る
。
体
格
の
再
検
査

を
願
っ
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
」

　
一
九
〇
九
年
。
三
度
高
等
学
校
の
入
学
試
験
を
受
け
、
一
高
文
科
に
入
学
。

　
一
九
一
〇
年
。
あ
る
独
逸
語
教
授
の
非
常
識
な
採
点
法
に
よ
っ
て
、
学
年
試
験
に
三
十
五
人
の
う
ち
十

七
人
落
第
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
内
の
一
人
と
な
る
。
八
月
、
足
尾
銅
山
に
遊
び
、
処
女
作
「
穴
」
（
一
幕

物
）
を
書
く
。
こ
の
作
品
は
川
村
花
菱
氏
を
通
じ
伊
原
青
々
園
の
『
歌
舞
伎
』
に
の
せ
ら
れ
た
。

　
一
九
一
一
年
。
名
古
屋
の
或
る
素
人
劇
団
に
よ
っ
て
「
穴
」
が
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
頃
学
校
を
休
ん
で

は
、
大
入
場
に
入
っ
て
よ
く
芝
居
を
見
る
。
以
前
に
は
か
な
り
勤
勉
な
学
生
で
あ
っ
た
が
、
落
第
し
て
以

来
、
勉
強
す
る
気
頓とみ
に
な
く
な
る
。
こ
の
気
持
大
学
を
卒
る
ま
で
続
く
。
夏
、
北
海
道
及
び
樺
太
に
旅
行
。

　
一
九
一
三
年
。
東
大
独
文
科
選
科
二
年
生
。
学
校
に
も
殆
ど
出
席
せ
ず
ふ
ら
ふ
ら
し
た
生
活
を
送
る
。
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井
上
正
夫
、
桝
本
清
氏
等
と
謀
り
野
外
劇
を
創
む
。

　
一
九
一
四
年
。
第
三
次
『
新
思
潮
』
を
起
す
。
「
女
親
」
（
三
幕
）
を
同
誌
に
発
表
。
二
高
で
高
等
学

校
の
検
定
試
験
を
受
け
及
第
。
大
学
の
本
科
生
と
な
る
。
学
資
欠
乏
し
、
郷
里
の
大
塚
氏
よ
り
十
ヵ
月
間

恩
借
。

　
一
九
一
五
年
。
大
学
卒
業
。
井
上
正
夫
を
浅
草
に
出
演
せ
し
む
る
橋
渡
し
を
す
る
。
同
一
座
の
作
者
と

な
っ
た
が
、
二
月
目
に
意
見
の
衝
突
を
し
て
飛
び
出
し
、
そ
の
暮
、
秋
月
、
川
上
、
喜
多
村
一
座
の
作
者

と
な
り
、
舞
台
監
督
を
や
る
。

　
一
九
一
六
年
。
幕
内
の
生
活
に
堪
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
も
三
月
目
に
逃
げ
出
す
。
し
み
じ
み
自
分
の
無
力

を
お
も
う
。
精
進
の
気
遽
に
わ
かに
高
ま
り
、
岡
本
市
太
郎
氏
夫
妻
か
ら
最
少
限
度
の
生
活
費
を
十
ヵ
月
間
恩
借
。

す
べ
て
を
勉
強
に
打
込
む
。
傍
ら
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
の
「
死
の
舞
踊
」
を
翻
訳
し
、
洛
陽
堂
か
ら
出
版
。

　
一
九
一
七
年
。
舞
台
協
会
の
監
督
と
な
っ
て
武
者
小
路
の
「
そ
の
妹
」
を
演
出
す
る
。
こ
の
年
結
婚
し

た
が
間
も
な
く
合
意
の
上
離
婚
。
山
岸
博
士
の
推
薦
に
よ
っ
て
早
稲
田
大
学
の
講
師
と
な
る
。

　
一
九
一
八
年
。
記
す
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
な
し
。
た
だ
か
な
り
真
面
目
に
勉
強
し
続
け
て
い
た
の
で
、
肚

の
中
に
何
か
が
漸
く
発
育
し
始
め
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
一
九
一
九
年
。
「
津
村
教
授
」
を
帝
国
文
学
に
発
表
。
一
行
の
批
評
も
受
け
ず
、
黙
殺
さ
れ
る
。
本
田
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華
子
と
結
婚
。

　
一
九
二
〇
年
。
『
人
間
』
正
月
号
に
「
生
命
の
冠
」
を
発
表
。
二
月
明
治
座
に
上
演
。
翌
月
更
に
大
阪

浪
花
座
に
於
て
続
演
。
は
じ
め
て
戯
曲
家
と
し
て
の
存
在
を
認
め
ら
る
。
「
津
村
教
授
」
と
二
つ
合
せ
て

戯
曲
集
「
生
命
の
冠
」
を
新
潮
社
よ
り
出
版
す
。
著
者
の
作
の
書
物
に
ま
と
ま
り
し
最
初
の
も
の
な
り
。

四
月
、
「
嬰
児
殺
し
」
を
『
第
一
義
』
に
発
表
。
十
月
文
芸
座
に
よ
っ
て
「
津
村
教
授
」
初
演
。
菊
池
、

久
米
、
岡
本
、
中
村
氏
等
と
劇
作
家
協
会
を
創
設
。
三
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。

　
翌
一
九
二
一
年
。
「
坂
崎
出
羽
守
」
を
発
表
。
翌
月
市
村
座
で
初
演
。
「
嬰
児
殺
し
」
有
楽
座
で
初
演
。

　
一
九
二
二
年
。
「
女
親
」
帝
劇
に
於
て
初
演
。
大
倉
喜
八
郎
一
夜
帝
劇
を
買
切
り
し
際
、
「
女
親
」
の

一
部
を
改
め
て
上
演
せ
し
こ
と
を
知
り
、
劇
作
家
協
会
と
共
に
立
っ
て
そ
の
非
を
鳴
ら
し
、
つ
い
に
帝
劇

を
謝
罪
せ
し
む
。
シ
ュ
ニ
ツ
レ
ル
選
集
を
こ
し
ら
え
て
印
税
を
全
部
送
っ
た
の
も
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
二
三
年
。
早
稲
田
大
学
講
師
辞
任
。
「
同
志
の
人
々
」
「
海
彦
山
彦
」
等
。

　
一
九
二
四
年
。
震
災
で
演
劇
雑
誌
が
全
滅
し
た
の
で
、
劇
作
家
協
会
が
主
体
と
な
り
、
新
潮
社
か
ら

『
演
劇
新
潮
』
を
発
行
。
推
さ
れ
て
一
年
間
そ
の
編
輯
主
任
と
な
る
。
「
熊
谷
蓮
生
坊
」
「
大
磯
が
よ
い
」

「
女
中
の
病
気
」
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
命
」
。

　
一
九
二
五
年
。
松
竹
キ
ネ
マ
製
作
の
映
画
「
坂
崎
出
羽
守
」
は
戯
曲
「
坂
崎
出
羽
守
」
の
著
作
権
を
侵

10山本有三氏の境地



害
せ
る
事
実
明
白
な
る
に
よ
り
、
劇
作
家
協
会
の
後
援
を
得
て
社
長
大
谷
氏
を
訴
う
。
国
民
文
芸
会
有
志

の
熱
心
な
る
調
停
に
動
か
さ
れ
、
和
解
す
。
そ
の
際
松
竹
よ
り
提
出
せ
し
金
円
は
著
作
権
法
改
正
運
動
に

使
用
す
る
条
件
を
附
し
て
劇
作
家
協
会
に
寄
附
す
る
。

　
一
九
二
六
年
。
劇
作
家
協
会
と
小
説
家
協
会
と
を
合
同
せ
し
め
、
新
に
文
芸
家
協
会
を
作
る
こ
と
に
尽

力
す
。
こ
の
年
、
四
十
歳
に
な
っ
た
こ
の
作
者
に
よ
っ
て
、
初
め
て
の
長
篇
小
説
「
生
き
と
し
生
け
る
も

の
」
が
東
西
朝
日
新
聞
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
。
続
い
て
幾
多
の
戯
曲
（
「
女
人
哀
詞
」
を
含
む
）
と

「
波
」
（
一
九
二
八
）
「
風
」
（
一
九
三
〇
）
等
の
長
編
小
説
が
発
表
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
で
終
っ
て

い
る
そ
の
年
譜
の
最
後
の
項
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
政
府
の
議
会
に
提
出
せ
る
著
作
権
法
改
正
案
に
対
し
文
芸
家
協
会
案
を
提
げ
修
正
を
迫
る
。
こ
れ
に
関

連
し
『
東
京
朝
日
新
聞
』
誌
上
に
『
我
等
の
主
張
の
根
本
要
旨
』
（
主
と
し
て
著
作
権
法
中
、
教
科
書
の

無
断
採
録
に
つ
い
て
）
を
執
筆
す
。
我
々
の
意
見
殆
ど
全
部
容
認
さ
れ
、
右
議
案
二
月
末
貴
族
院
を
通
過

す
。
衆
議
院
を
通
過
す
る
こ
と
も
亦
決
定
的
な
り
。
四
六
書
院
よ
り
戯
曲
集
『
女
人
哀
詞
』
を
出
版
。

『
風
』
な
お
継
続
。
三
月
末
完
結
の
予
定
。
」
そ
の
後
、
「
女
の
一
生
」
「
真
実
一
路
」
に
つ
づ
い
て
目

下
「
路
傍
の
石
」
が
東
西
両
朝
日
新
聞
に
連
載
中
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
自
伝
の
概
略
か
ら
、
読
者
は
ど
う
い
う
感
銘
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
一
人
の
な
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か
な
か
人
生
に
く
い
下
る
粘
り
を
も
っ
た
、
負
け
じ
魂
の
つ
よ
い
、
浮
世
の
波
浪
に
対
し
て
足
を
踏
張
っ

て
行
く
男
の
姿
が
あ
る
。
自
分
の
努
力
で
、
社
会
に
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
努
力
に
よ
っ
て
か
ち
得

た
も
の
は
、
決
し
て
理
由
な
く
そ
れ
を
外
部
か
ら
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
男
の
姿
が
あ
る
。
人
生

の
路
上
で
受
け
た
日
常
の
恩
を
忘
れ
ず
記
載
し
、
又
人
生
の
路
上
で
受
け
た
不
当
な
軽
蔑
や
無
視
に
つ
い

て
は
生
涯
そ
れ
を
忘
却
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
執
拗
な
人
間
性
の
姿
が
あ
る
。
高
を
く
く
っ
て
軽
く
動
か

そ
う
と
さ
れ
る
と
、
猛
然
癇
を
立
て
る
け
れ
ど
も
、
所
謂
情
理
を
つ
く
し
て
折
入
っ
て
こ
ち
ら
の
面
目
を

も
立
て
た
形
で
懇
談
さ
れ
る
と
、
そ
こ
を
押
し
切
る
気
が
挫
け
る
律
気
で
常
識
的
な
市
民
の
俤
が
髣
髴
と

し
て
い
る
。
五
十
年
の
生
涯
に
は
沢
山
の
口
惜
し
い
涙
、
傷
け
ら
れ
た
負
け
じ
根
性
を
通
じ
て
の
、
自
己

の
存
在
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
『
生
き
と
し
生
け
る
も
の
』
の
序
で
こ
の
作
者
が
「
ど
ん
な
形
を
し
て
い

よ
う
と
も
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
何
等
か
の
意
味
に
於
て
、
太
陽
に
向
っ
て
手
を

延
し
て
い
な
い
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
云
っ
て
い
る
言
葉
に
は
、
不
如
意
な
境
遇
と
闘
っ
て
こ

の
矛
盾
の
多
い
社
会
に
自
分
の
名
札
の
か
か
っ
た
生
存
席
を
占
め
る
た
め
に
音
の
な
い
、
し
か
し
恐
し
い

競
争
を
経
験
し
た
も
の
の
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
山
本
有
三
氏
は
、
斯
様
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
今
日
の
彼
と
し
て
の
成
功
に
至
る
迄
の
人
生
の
経
験
か
ら
、

次
第
に
一
つ
の
は
っ
き
り
と
し
た
彼
の
芸
術
の
脊
髄
的
テ
ー
マ
と
で
も
云
う
べ
き
も
の
を
掴
ん
で
来
て
い
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る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
予
備
条
件
と
し
て
在
来
の
社
会
機
構
か
ら
生
じ
た
各
個
人
間
の
極
く
平
俗

な
生
存
競
争
の
必
然
を
認
め
つ
つ
、
だ
が
、
窮
極
の
と
こ
ろ
、
人
生
の
意
義
と
い
う
も
の
は
、
人
間
対
人

間
の
目
前
の
勝
敗
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
「
持
っ
て
生
れ
た
も
の
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て
ゆ
く
、
そ

れ
が
修
業
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
な﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
こ﹅
と﹅
を 

只  

管 

ひ
た
す
ら

に
や
っ
て
行
く
人
間
の
誠
意
、
義
務
、
試

み
、
感
激
の
裡
に
こ
そ
人
生
の
価
値
が
か
く
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
一
貫
し
た
モ
ラ
ル
で
あ
る
。
「
熊
谷

蓮
生
坊
」
と
い
う
戯
曲
は
、
こ
の
作
者
の
脚
本
と
し
て
決
し
て
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
以
上
の
よ
う

な
こ
の
作
者
の
人
生
及
び
芸
術
的
骨
格
を
全
く
透
き
と
お
し
に
浮
上
ら
せ
て
い
る
意
味
で
、
見
落
せ
な
い

性
質
を
も
っ
て
い
る
。
山
本
有
三
氏
は
、
こ
の
根
幹
を
な
す
生
涯
の
テ
ー
マ
か
ら
出
立
し
て
、
更
に
そ
の

人
間
と
し
て
な﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
こ﹅
と﹅
の
内
容
と
経
過
と
そ
の
帰
結
と
を
小
工
場
主
、
小
学
校
、
中
学
校
、
大
学
等

の
教
師
、
下
級
中
級
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
勤
労
婦
人
の
日
常
葛
藤
の
裡
に
究
求
し
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
戯

曲
に
お
い
て
、
題
材
は
時
に
神
話
に
溯
さ
か
の
ぼり
、
封
建
の
武
人
生
活
に
戻
り
、
西
郷
南
洲
か
ら
お
吉
に
迄
拡
が

る
が
、
根
本
の
課
題
は
常
に
変
ら
な
い
。
そ
し
て
登
場
す
る
人
物
、
配
役
も
、
少
く
と
も
「
津
村
教
授
」

か
ら
「
真
実
一
路
」
に
至
る
間
は
、
小
説
と
戯
曲
と
で
い
く
ら
か
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
こ
れ
も
些
か
注
意

ぶ
か
い
読
者
な
ら
ば
、
お
の
ず
か
ら
心
づ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
反
復
を
も
っ
て
、
良
人
以
外
の
男
と
恋

愛
的
交
渉
の
あ
っ
た
妻
、
あ
る
妻
。
そ
の
女
に
対
し
て
、
人
間
と
し
て
為
す
べ
き
道
義
の
自
覚
か
ら
行
動
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す
る
男
。
そ
れ
に
母
の
な
い
息
子
、
ひ
が
ん
だ
息
子
、
希
望
さ
れ
ず
に
生
れ
た
子
、
血
の
信
じ
ら
れ
な
い

子
等
が
絡
ん
で
、
な﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
こ﹅
と﹅
の
諸
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
奏
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
山
本
有
三
氏
の
文
章
が
、
平
明
で
あ
ろ
う
と
い
う
特
徴
は
、
こ
の
作
者
の
ね
う
ち
の
一
つ
と
し
て
既
に

十
分
評
価
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
歩
迫
っ
て
、
文
学
的
に
見
る
と
、
こ
の
作
者
の
持
つ
文
章
の
平
明
さ
は
、

鮮
明
な
描
写
に
よ
っ
て
読
者
の
心
に
ひ
き
起
さ
れ
る
立
体
的
な
溌
剌
た
る
形
象
の
鮮
や
か
さ
で
は
な
く
て
、

懇
切
に
作
者
の
思
惑
を
読
者
に
向
っ
て
説
き
聞
か
せ
る
説
明
的
文
章
の
納
得
し
易
さ
で
あ
る
。
文
学
的
な

香
気
と
い
う
も
の
は
ま
こ
と
に
乏
し
い
。
け
れ
ど
も
、
作
者
が
そ
の
人
物
に
云
わ
そ
う
と
意
図
し
て
い
る

範
囲
で
は
噛
ん
で
ふ
く
め
る
よ
う
に
云
っ
て
い
る
か
ら
、
分
り
易
い
。
平
明
で
あ
る
と
い
う
ね
う
ち
高
い

特
長
と
と
も
に
、
こ
の
作
者
の
持
ち
出
す
人
間
の
言
葉
に
も
、
人
間
そ
の
も
の
に
さ
え
性
格
的
な
色
調
と

い
う
も
の
は
極
め
て
薄
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
、
現
実
の
中
か
ら
生
の
ま
ま
切
り
と
ら
れ
て
来
て
い
て
、

時
に
は
作
者
を
う
ち
ま
か
す
と
思
わ
れ
る
肉
体
的
、
感
覚
的
な
動
き
を
示
す
の
と
は
全
く
反
対
に
、
各
人

物
は
、
作
者
山
本
有
三
が
編
み
立
て
た
事
情
を
展
開
し
て
ゆ
く
た
め
の
説
明
と
し
て
、
裏
漉
し
を
通
し
て
、

私
共
読
者
の
前
に
出
さ
れ
、
も
の
を
云
い
、
動
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仔
細
に
作
品
の
現
実
に
入
っ
て

な
が
め
る
と
、
こ
の
作
家
が
作
品
の
主
調
と
し
て
主
観
的
に
提
出
し
て
い
る
こ
の
人
生
に
お
け
る
あ
る
道

義
、
正
義
、
誠
意
と
い
う
も
の
の
実
質
が
、
も
し
真
実
こ
の
社
会
に
要
求
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
当
然
そ
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の
可
能
の
た
め
に
作
者
が
よ
く
云
う
と
お
り
、
望
む
望
ま
な
い
に
拘
ら
ず
承
認
さ
れ
、
評
価
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
の
客
観
的
な
正
義
、
道
義
と
い
う
も
の
と
、
案
外
に
も
喰
い
違
っ
た
大
小
の
歯
車
と
な

っ
て
廻
転
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
者
の
有
名
な
長
篇
小
説
に
「
女
の
一
生
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
今
か
ら
四
年
ば
か
り
前
、
丁
度

日
本
で
は
左
翼
の
全
運
動
が
歴
史
的
退
潮
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
は
じ
ま
り
頃
の
作
で
あ
る
。

　
本
屋
へ
行
っ
て
、
「
女
の
一
生
」
と
だ
け
云
っ
て
た
ず
ね
れ
ば
、
店
員
は
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
「
女
の
一

生
」
を
持
ち
出
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
傑
作
と
同
じ
題
を
つ
け
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
作
者
山
本

氏
の
意
気
の
高
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
描
い
た
女
の
一
生
で
は
な
い
女
の
一

生
を
山
本
氏
は
私
た
ち
に
示
そ
う
と
し
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
旧
教
の
尼
僧
教
育
に
と
じ

こ
め
ら
れ
て
、
白
く
脆
い
一
輪
の
無
垢
な
花
弁
の
よ
う
な
貴
族
の
娘
が
、
結
婚
の
第
一
日
か
ら
良
人
に
欺

か
れ
、
や
が
て
息
子
に
す
て
ら
れ
、
悲
惨
に
こ
の
世
を
終
っ
た
。
そ
う
い
う
受
け
身
な
一
生
で
は
な
く
、

女
が
自
分
か
ら
自
分
の
道
を
選
び
、
そ
れ
に
責
任
を
も
ち
、
人
間
と
し
て
女
と
し
て
完
成
し
よ
う
と
す
る

女
の
計
画
あ
り
意
志
あ
る
一
生
を
允まさ
子
の
生
き
か
た
で
語
ろ
う
と
し
た
作
で
あ
る
。

　
幼
な
馴
染
で
好
も
し
く
思
っ
て
い
る
男
を
親
友
が
愛
人
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
允
子
は
深
く
苦

15



し
む
が
、
年
頃
の
女
に
は
、
結
婚
の
外
に
は
生
活
が
な
い
よ
う
に
考
え
る
世
間
の
習
慣
に
批
判
を
も
ち
、

結
婚
と
い
う
も
の
も
「
せ
い
ぜ
い
生
き
て
行
く
上
の
一
事
件
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
気

持
に
立
ち
直
り
、
允
子
は
兄
の
結
婚
を
動
機
に
、
医
学
の
勉
強
を
は
じ
め
る
。
允
子
は
自
分
を
一
本
の
牛

乳
瓶
に
た
と
え
、
そ
れ
が
一
寸
し
た
心
の
動
乱
で
「
ひ
っ
く
り
か
え
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
下
に

重
い
金
の
枠
を
は
め
る
必
要
が
あ
る
。
む
ず
か
し
い
学
問
は
、
む
ず
か
し
い
職
業
は
、
い
わ
ば
重
た
い
金

の
枠
だ
。
そ
う
い
う
基
礎
が
お
か
れ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
瓶
は
一
本
立
ち
が
出
来
る
の
だ
」
と
考
え
る
。

　
必
ず
し
も
全
面
的
に
納
得
は
出
来
な
い
こ
う
い
う
動
機
で
医
学
生
に
な
っ
た
允
子
は
、
そ
の
専
門
学
校

を
卒
業
す
る
近
く
か
ら
、
ひ
ど
く
生
活
の
空
虚
感
、
乾
燥
に
苦
し
む
よ
う
に
な
り
、
再
び
一
つ
の
疑
問
が

彼
女
の
前
に
現
れ
た
。
「
こ
う
い
う
汚
い
仕
事
を
す
る
人
が
な
か
っ
た
ら
学
術
は
進
歩
し
な
い
わ
け
だ
け

れ
ど
、
し
か
し
自
分
の
よ
う
な
女
ま
で
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
」
男
に
だ
っ

て
出
来
る
こ
う
い
う
こ
と
で
な
く
女
な
ら
　
　
女
で
な
く
っ
て
は
出
来
な
い
と
い
う
仕
事
は
　
　
そ
れ
は

何
だ
ろ
う
。
危
っ
か
し
い
自
分
に
重
い
枠
を
か
け
る
の
が
目
的
で
、
む﹅
ず﹅
か﹅
し﹅
い﹅
学
問
で
あ
る
医
学
を
選

ん
だ
允
子
の
、
今
懐
疑
的
に
な
っ
て
来
た
心
の
目
に
、
自
分
の
幼
馴
染
と
の
間
に
生
れ
た
子
を
お
ん
ぶ
し

た
嘗
て
の
親
友
の
若
い
母
と
し
て
の
姿
が
浮
ぶ
。
そ
し
て
「
高
等
な
学
術
を
研
究
し
て
い
る
自
分
の
方
こ

そ
断
然
弓
子
に
勝
っ
て
い
る
も
の
と
今
ま
で
自
負
し
て
い
た
の
だ
が
、
允
子
は
た
ち
ま
ち
奈
落
に
墜
落
し
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た
よ
う
な
気
持
に
な
っ
た
。
」
実
に
執
拗
に
意
識
さ
れ
て
い
る
作
者
の
勝
敗
感
と
、
「
女
は
男
あ
っ
て
の

女
で
」
あ
る
と
い
う
こ
の
作
者
の
動
か
ぬ
婦
人
観
が
、
こ
こ
に
く
っ
き
り
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
允
子
は
、
こ
う
い
う
内
的
情
態
で
、
公
荘
と
い
う
ド
イ
ツ
語
教
師
と
結
び
つ
く
。
急
に
進
ん
だ
こ
の
交

渉
は
允
子
に
何
か
不
安
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
女
は
「
相
手
が
性
の
し
れ
な
い
人
な
ら
別

の
話
だ
。
地
位
も
な
く
、
人
格
も
な
い
よ
う
な
男
な
ら
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

併
し
相
手
は
大
学
を
出
た
人
だ
。
高
等
学
校
の
講
師
だ
。
」
と
い
う
よ
り
ど
こ
ろ
で
安
心
す
る
。
允
子
が

自
分
の
姙
娠
を
知
っ
て
正
式
の
結
婚
を
求
め
る
が
公
荘
は
、
允
子
に
は
話
さ
な
か
っ
た
病
妻
が
在
り
、
堕

胎
を
せ
ま
る
。
允
子
は
そ
れ
を
強
く
拒
絶
す
る
。
「
国
法
を
犯
す
こ
と
が
こ
わ
い
と
い
う
よ
り
、
胎
内
に

芽めぐ
ん
だ
も
の
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
が
恐
し
い
の
だ
。
」
「
ど
う
に
か
育
て
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
そ
の

た
め
に
、
よ
し
自
分
は
屈
辱
を
受
け
よ
う
と
も
、
生
れ
い
ず
る
も
の
は
生
れ
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

そ
し
て
、
允
子
は
私
生
子
と
し
て
第
一
の
出
産
を
行
う
の
で
あ
る
。
生
れ
た
男
の
子
は
允
男
と
命
名
さ
れ

た
。
「
允
男
！
　
允
男
」
「
允
子
に
取
っ
て
は
何
よ
り
も
允
男
で
あ
る
。
」
や
が
て
公
荘
の
妻
が
病
死
し
、

允
子
は
失
職
す
る
。
子
供
を
抱
え
た
生
活
が
脅
か
さ
れ
は
じ
め
、
允
子
は
「
結
局
女
に
残
さ
れ
た
一
番
万

全
な
職
業
と
い
っ
た
ら
細
君
業
の
外
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
な
ら
一
生
食
い
そ
こ
な
い
は
な
い
の

だ
」
と
、
細
君
を
失
く
し
た
医
者
の
後
妻
の
縁
談
ま
で
を
、
一
旦
こ
と
わ
り
つ
つ
「
あ
ん
な
に
急
に
こ
と
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わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
さ
え
思
う
。
「
し
か
し
、
も
し
結
婚
す
る
の
な
ら
そ
ん

な
知
ら
な
い
人
よ
り
も
…
…
」
気
心
も
分
っ
て
い
る
公
荘
と
、
「
前
の
こ
と
な
ん
か
す
っ
か
り
水
に
流
し

て
」
夫
婦
に
な
っ
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
公
荘
と
家
庭
を
も
っ
た
後
も
医
者
と
し
て
勤
め
に
出
て
い
た
允
子
は
、
や
が
て
子
供
の
教
育
に
は
、
母

が
家
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、
勤
め
を
や
め
る
。
「
パ
パ
と
マ
マ
と
ど
っ
ち
が
い
い
と
聞

か
れ
た
の
で
、
ど
っ
ち
も
い
い
と
答
え
け
る
か
な
」
子
煩
悩
な
両
親
と
一
人
息
子
の
生
活
は
、
作
者
の
根

気
よ
い
筆
で
、
子
供
の
探
求
心
の
問
題
、
性
教
育
の
問
題
に
ま
で
殆
ど
育
児
教
科
書
の
よ
う
に
触
れ
て
行

っ
て
い
る
。

　
今
や
允
男
は
、
青
年
と
な
っ
た
。
允
男
を
高
等
二
年
生
に
し
た
二
十
年
の
歳
月
は
、
公
荘
と
允
子
と
の

生
活
を
も
い
つ
し
か
か
え
、
彼
等
は
郊
外
に
木
造
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
洋
館
を
新
築
し
た
。
「
家
は
出
来

る
し
、
生
活
の
不
安
は
な
い
し
、
允
男
の
成
績
は
い
い
し
、
一
家
は
和
平
に
満
ち
て
い
た
。
」

　
然
し
、
時
代
は
、
允
子
が
允
男
に
風
邪
を
ひ
か
す
ま
い
と
ば
か
り
心
を
く
ば
っ
て
生
き
て
来
る
間
に
、

風
波
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
公
荘
夫
婦
は
、
允
男
の
か
え
り
が
お
そ
く
で
も
あ
る
と
「
ま
さ

か
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど
」
「
一
つ
の
流
行
は
や
り
だ
か
ら
な
」
と
息
子
が
赤
に
な
る
こ
と
を
警
戒

し
、
息
子
の
書
斎
を
し
ら
べ
た
り
す
る
。
ハ
イ
ネ
の
「
ア
ッ
タ
・
ト
ロ
ル
」
を
「
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
、
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よ
ほ
ど
注
意
し
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
」
「
も
ち
ろ
ん
だ
、
う
っ
ち
ゃ
っ
て
お
い
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変

だ
。
」
こ
う
い
う
警
戒
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
己
は
赤
の
方
の
心
配
さ
え
な
け
れ
ば
外
に
心
配
は
な
い
よ
」

と
云
う
将
に
そ
の
心
配
が
落
ち
か
か
っ
て
来
て
、
息
子
は
つ
か
ま
る
。
允
子
は
警
察
で
息
子
に
会
い
、
父

親
の
地
位
の
危
く
な
る
こ
と
や
息
子
の
親
友
の
一
人
の
名
を
発
表
し
た
り
し
て
、
允
男
を
泣
き
落
そ
う
と

す
る
。

　
釈
放
さ
れ
て
来
た
允
男
は
允
子
に
ゴ
ー
リ
キ
イ
の
「
母
」
な
ど
を
読
ま
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
允

子
の
考
え
は
、
允
子
は
「
生
活
や
教
養
が
違
っ
て
い
る
か
ら
」
「
息
子
を
と
っ
つ
ら
ま
え
る
方
が
間
違
っ

て
い
る
ん
だ
と
、
そ
う
単
純
に
は
思
い
こ
め
ず
」
パ
ー
ウ
ェ
ル
の
母
と
は
逆
に
「
向むき
に
な
っ
て
い
る
息
子

を
し
ず
め
る
こ
と
こ
そ
、
現
在
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
母
親
の
つ
と
め
だ
」
と
い
う
考

え
を
固
執
し
て
い
る
。

　
允
男
は
遂
に
家
を
出
て
し
ま
っ
た
。
公
荘
は
悲
歎
の
裡
に
死
ぬ
。
允
子
は
不
安
の
絶
え
な
い
そ
の
後
の

生
活
の
或
る
日
映
画
の
「
丘
を
越
え
て
」
を
見
物
し
て
、
心
機
一
転
し
た
。
允
子
は
「
丘
を
越
え
て
」
の

母
親
の
生
き
か
た
の
不
甲
斐
な
さ
に
刺
戟
さ
れ
「
女
は
年
を
と
る
と
子
供
の
外
に
何
も
な
い
の
が
い
け
な

い
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
「
母
親
は
丘
を
越
え
て
養
老
院
へ
は
い
る
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
大

事
な
丘
を
越
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
「
女
に
は
二
つ
の
出
産
が
あ
る
。
肉
体
的
の
出
産
と
も
う
一
つ
の
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出
産
が
。
肉
体
的
の
出
産
に
よ
っ
て
女
は
母
に
な
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
出
産
に
よ
っ
て
母
親
は
人
間

に
な
る
の
だ
。
」
允
子
は
そ
れ
に
よ
っ
て
「
子
は
社
会
に
生
れ
、
母
は
社
会
に
生
き
る
の
だ
」
と
い
う
こ

と
に
思
い
至
る
。
そ
し
て
、
長
い
苦
し
み
の
中
か
ら
初
め
て
光
を
認
め
、
ま
た
元
の
仕
事
を
や
っ
て
行
く

決
心
を
す
る
。
「
波
」
「
風
」
等
に
比
べ
て
、
遙
か
に
意
慾
的
な
こ
の
作
品
は
、
或
る
労
働
者
の
赤
坊
を

と
り
あ
げ
て
や
っ
た
女
医
で
あ
る
允
子
が
快
く
早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
掛
声
を
き
く
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
作
者
の
生
活
意
識
を
こ
の
作
品
ま
で
に
高
め
、
力
あ
る
も
の
と
し
た
当
時
の
若
い
時
代
の

圧
力
と
い
う
も
の
を
、
実
に
意
義
ふ
か
く
感
じ
と
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
作
者
山
本
有
三
は
、
彼
の
精

神
を
ま
ど
ろ
ま
し
て
は
置
か
な
い
社
会
の
刺
戟
と
摩
擦
と
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
従
来
日
本
の
こ
の
種
の
小
説

が
人
情
悲
劇
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
お
い
た
限
界
を
突
破
し
た
。
第
一
の
出
産
に
加
え
て
第
二
の
出

産
の
必
然
を
、
常
識
の
中
に
は
っ
き
り
と
据
え
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
少
く
と
も
同
じ
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
従
前
の
諸
作
の
う
ち
で
は
、
こ
の
作
者
の
主

要
な
テ
ー
マ
、
何
を
な
す
べ
き
か
が
積
極
的
に
答
え
ら
れ
て
い
る
点
で
も
傑
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に

疑
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
読
者
と
と
も
に
も
う
一
度
こ
の
作
品
の
中
へ
も
ぐ
っ
て
行
っ
て
見
た
い
と
思
う
。
そ
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し
て
、
心
に
印
さ
れ
た
一
つ
二
つ
の
質
問
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
山
本
有
三
氏
に
向
っ
て
、
赤
に
さ

え
な
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
親
心
を
客
観
的
に
批
判
し
観
察
し
て
い
な
い
こ
と
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
無
理

で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
思
想
を
時
代
の
圧
力
と
し
て
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
を
持
っ
て

い
た
父
親
公
荘
を
、
通
俗
に
中
途
で
あ
っ
さ
り
病
死
さ
せ
て
い
る
作
者
の
手
法
の
か
げ
に
、
こ
の
作
の
中

途
で
警
視
庁
に
呼
び
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
作
者
の
語
ら
れ
な
い
苦
衷
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち

は
読
者
と
し
て
、
そ
う
い
う
諸
点
に
つ
い
て
は
今
日
好
意
あ
る
節
度
を
守
る
の
で
あ
る
が
、
山
本
氏
と
し

て
、
こ
の
作
者
の
立
て
前
と
す
る
範
囲
内
で
、
而
も
、
允
子
の
棲
ん
で
い
る
世
間
並
の
い
い
こ
と
、
わ
る

い
こ
と
の
評
価
と
、
允
男
の
行
動
に
対
す
る
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
の
無
理
解
と
が
、
世
俗
的
な
分
離

の
ま
ま
一
分
も
深
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
、
允
子
を
嘗
て
不
正
な
町

医
者
と
正
義
心
か
ら
闘
っ
た
女
と
し
て
描
い
て
い
る
。
法
律
の
制
裁
が
こ
わ
い
よ
り
、
我
心
が
許
さ
な
い

と
堕
胎
を
し
な
か
っ
た
若
い
女
と
し
て
描
い
て
い
る
。
新
聞
の
脱
税
事
件
、
収
賄
事
件
に
公
憤
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
允
子
で
あ
る
。
息
子
に
真
理
を
教
え
よ
う
と
し
て
、
今
日
の
日
本
の
母
と
し
て
は
最
も
進
歩

的
に
性
の
教
育
に
さ
え
の
り
出
し
た
母
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ウ
ェ
ル
の
母
の
よ
う
に
出
来
な
い
こ
と
は
、
彼

女
の
小
市
民
と
し
て
の
環
境
か
ら
う
な
ず
け
る
と
し
て
、
果
し
て
、
現
実
に
允
子
が
子
へ
の
無
限
の
愛
を

抱
い
て
生
き
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
「
世
間
を
知
ら
な
い
」
「
一
本
調
子
の
」
若
者
ら
が
、
こ
の
社
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会
の
不
合
理
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
様
々
の
艱
難
に
と
び
こ
ん
で
ゆ
く
、
そ
の
純
な
心
根
に
こ
そ
、
先
ず

可
憐
に
堪
え
ぬ 

万  

斛 

ば
ん
こ
く

の
涙
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
た
上
は
、
屈
辱
に
堪
え
て
私
生

子
を
生
も
う
と
し
た
允
子
の
心
は
、
子
に
対
し
た
場
合
は
実
に
俗
人
的
に
な
っ
て
、
「
真
理
を
愛
し
真
実

な
生
活
を
い
と
な
む
よ
う
な
人
間
に
し
た
い
」
こ
と
と
、
子
供
に
「
社
会
の
中
枢
に
立
っ
て
立
派
に
働
い

て
も
ら
い
た
い
」
心
持
と
を
、
い
つ
の
間
に
や
ら
ご
っ
た
に
し
て
い
る
。
こ
の
混
同
は
作
者
に
よ
っ
て
計

画
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
作
者
の
内
部
に
在
る
も
の
が
寧
ろ
自
然
発
生
的
に
作
品
の

裡
に
そ
の
反
映
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
社
会
、
こ
の
人
生
は
、
確
に
「
真
理
を
愛
し
、
真
実
な
生
活
を
営
む
」
人
間
の
日
常
生
活
が
と

り
も
直
さ
ず
そ
の
「
社
会
の
中
枢
に
立
っ
て
立
派
に
働
く
」
こ
と
と
一
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
筈
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
今
日
の
社
会
の
現
実
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
的
調
和
を
も
っ
た
社
会
生
活
の

中
で
、
各
人
が
持
っ
て
生
れ
た
も
の
を
素
直
に
誤
ら
ず
の
ば
し
て
ゆ
く
可
能
を
九
分
九
厘
ま
で
奪
っ
て
い

る
実
際
で
あ
る
。
社
会
の
中
枢
で
立
派
に
働
く
こ
と
と
、
真
理
を
愛
し
、
真
実
な
生
活
を
営
む
こ
と
と
の

間
に
日
夜
の
相
剋
が
在
る
か
ら
こ
そ
現
代
の
真
面
目
な
青
年
た
ち
は
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
と
思
う
。

そ
う
い
う
青
年
た
ち
の
親
の
深
い
愁
と
心
痛
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
山
本
有
三
氏
の
小
説
に
心

を
ひ
か
れ
る
読
者
層
の
大
部
分
こ
そ
は
、
実
に
こ
う
い
う
苦
痛
を
も
っ
た
人
々
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
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社
会
的
矛
盾
の
間
に
、
人
間
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
に
は
、
何
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
。
山
本
有
三
氏
が
十
数
年
来
、
芸
術
の
裡
を
一
貫
さ
せ
て
来
た
こ
の
テ
ー
マ
は
、
現
在

新
し
い
拡
り
で
多
く
の
人
々
の
生
活
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
元
来
、
こ
の
作
者
は
「
己
の
子
」
と
い
う
も
の
に
対
す
る
親
の
側
か
ら
の
態
度
に
つ
い
て
特
色
的
な
根

づ
よ
さ
で
探
求
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
「
波
」
で
作
者
は
、
子
供
は
要
す
る
に
社
会
の
子
と
し
て
見
る

べ
き
で
あ
り
、
親
子
の
関
係
は
メ
デ
シ
ン
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
だ
。
「
落
さ
な
い
よ
う
に
、
よ
ご
さ
な

い
よ
う
に
次
の
人
に
手
渡
す
の
が
第
一
だ
」
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
五
年
ば
か
り
の
年
月
は
、
「
女

の
一
生
」
に
お
い
て
更
に
自
分
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
親
を
、
株
で
す
っ
た
人
間
の
落
胆
に
比
較
せ
し
め

て
い
る
。
允
子
の
失
望
に
対
し
て
、
往
年
の
幼
馴
染
、
昌
二
郎
は
云
っ
て
い
る
。

「
（
前
略
）
子
供
の
出
来
が
い
い
。
そ
れ
で 

投  

無 
な
け
な
し

の
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
大
学
へ
あ
げ
る
。
子
供
の
出
世

を
夢
見
て
い
た
と
こ
ろ
が
子
供
は
横
道
へ
そ
れ
て
し
ま
っ
た
。
思
惑
が
が
ら
り
と
外
れ
た
ん
で
あ
ん
な
風

に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。
株
に
失
敗
し
て
気
が
違
う
人
間
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
も
ま
あ

そ
れ
と
似
た
り
寄
っ
た
り
ら
し
い
で
す
ね
。
息
子
に
投
資
し
て
値
上
り
を
待
っ
て
い
た
ら
突
然
ガ
ラ
を
食

っ
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
」

　
地
道
な
子
を
育
て
よ
う
と
し
て
、
そ
う
行
か
な
か
っ
た
と
し
て
そ
れ
は
母
だ
け
の
罪
で
は
な
い
こ
と
を
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作
者
は
認
め
て
い
る
。
子
供
の
こ
と
は
も
う
家
庭
の
中
で
だ
け
解
決
し
た
時
代
が
過
ぎ
た
。
そ
の
こ
と
を

も
作
者
は
認
め
て
い
る
。
だ
が
、
所
謂
、
そ﹅
れ﹅
た﹅
若
い
者
た
ち
の
、
そ
の
そ﹅
れ﹅
る﹅
必
然
の
事
訳
が
、
世
間

並
の
よ
し
あ
し
と
ど
ん
な
道
義
的
関
係
に
あ
る
も
の
か
と
い
う
読
者
に
と
っ
て
最
も
知
り
た
い
点
を
、
作

者
山
本
有
三
は
、
「
若
い
者
は
誰
も
登
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
高
い
山
に
登
り
た
が
る
も
の
で
し
て
ね
」

「
ど
う
し
て
あ
ん
な
危
い
、
骨
の
折
れ
る
こ
と
が
や
っ
て
見
た
い
の
か
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
年
配
の
も
の

に
は
分
ら
な
い
ん
で
す
が
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
、
謂
わ
ば
狡
く
身
を
躱かわ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
に
こ
の
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
出
世
作
と
で
も
云
う
べ
き
作
品
と
な
っ
た
「
生
命
の
冠
」

で
、
山
本
有
三
氏
は
、
そ
の
悲
劇
的
主
人
公
有
村
恒
太
郎
を
如
何
に
生
か
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
主
人

公
は
「
商
人
の
務
め
は
儲
け
る
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
。
」
「
商
人
の
本
務
は
契
約
を
守
る
こ
と
だ
。
」

「
（
前
略
）
金
に
添
っ
て
も
添
わ
な
く
て
も
自
分
の
や
る
こ
と
は
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
」
と
云
っ
て

イ
ギ
リ
ス
と
の
取
引
契
約
の
遂
行
の
た
め
に
、
敢
て
商
売
仇
か
ら
破
産
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
辞
さ
な
か
っ

た
。
作
者
は
、
こ
の
主
人
公
を
衷
心
か
ら
支
持
し
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
医
者
の
口
を
か
り
て
、
は

っ
き
り
と
次
の
よ
う
に
云
わ
せ
て
い
る
。

「
悪
い
結
果
が
来
る
か
ら
悪
い
こ
と
を
し
な
い
の
で
は
な
い
。
結
果
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
を
、
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
あ
有
村
さ
ん
。
そ
う
で
は
あ
り
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ま
せ
ん
か
」

　
允
子
も
そ
の
事
実
を
認
め
て
い
る
今
日
の
社
会
的
悪
の
問
題
は
、
「
波
」
の
中
で
云
わ
れ
て
い
る
如
く

「
決
し
て
一
つ
一
つ
の
ぼ
う
ふ
ら
じ
ゃ
な
い
。
ぼ
う
ふ
ら
の
湧
く
溝
に
あ
る
の
だ
。
そ
の
大
溝
が
掃
除
さ

れ
ん
う
ち
は
、
い
つ
に
な
っ
た
っ
て
ぼ﹅
う﹅
ふ﹅
ら﹅
は
絶
え
や
し
」
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
掃
除
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
作
者
は
一
九
二
八
年
に
書
い
た
「
風
」
の
中
で
そ
れ
に
つ
い
て
、

素
子
に
こ
う
い
う
意
味
を
云
わ
し
て
い
る
。
生
活
と
い
う
も
の
は
、
鉄
道
線
路
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

河
の
よ
う
に
野
原
を
流
れ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
思
う
。
河
は
、
両
側
に
岸
が
あ
っ
て
、
水
は
い
つ
も
そ
の
間

を
流
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
違
う
。
岸
が
あ
る
か
ら
河
は
そ
の
間
を
流
れ
る
の
で
は

な
く
、
河
が
流
れ
た
か
ら
こ
そ
岸
が
出
来
た
。
こ
の
岸
か
ら
わ
き
へ
出
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
っ
た
っ
て
、

水
の
勢
と
そ
の
地
面
の
高
低
で
河
の
流
れ
は
ど
う
に
で
も
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
国
と
か
社
会
と
か
い
う

も
の
に
も
当
は
ま
る
。
「
法
律
だ
の
道
徳
だ
の
と
い
う
も
の
も
、
あ
れ
は
矢
張
り
大
き
な
河
の
岸
」
の
よ

う
な
も
の
で
、
「
そ
う
い
う
河
に
な
る
と
な
る
た
け
流
れ
が
変
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
、
高
い

土
手
を
築
い
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堤
防
を
造
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
そ
ん
な
に
し
た
っ
て
そ
れ
が
流

れ
に
逆
っ
た
も
の
な
ら
い
つ
か
大
き
な
洪
水
が
来
て
、
き
っ
と
堤
を
切
っ
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
を

乗
越
し
た
り
す
る
」
「
ど
う
か
す
る
と
、
そ
ん
な
堤
防
を
お
き
ざ
り
に
し
て
、
ま
る
で
違
っ
た
方
に
ど
う
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と
押
出
す
こ
と
も
あ
る
と
思
う
」
「
田
舎
に
な
ん
か
行
く
と
よ
く
あ
る
じ
ゃ
な
い
の
。
昔
あ
す
こ
ん
と
こ

を
あ
の
河
が
流
れ
て
い
た
ん
で
す
な
ん
て
、
長
い
土
手
の
田
畝
の
中
に
お
き
忘
ら
れ
た
よ
う
に
続
い
て
い

る
の
が
、
あ
れ
は
つ
ま
り
亡
び
た
法
律
、
亡
び
た
道
徳
の
シ
ン
ボ
ル
よ
」

　
河
の
流
れ
は
夥
し
い
水
の
圧
力
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
河
に
は
い
つ
も
そ
の
堤
を
か

み
、
堤
と
昼
夜
を
わ
か
た
ず
摩
擦
し
て
や
が
て
そ
の
岸
を
必
然
に
従
っ
て
変
え
て
ゆ
く
先
頭
の
力
と
し
て

の
河
岸
沿
い
の
水
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
中
核
の
圧
力
を
こ
め
て
つ
た
え
て
岸
を
撃
ち
、
河
の
力
が
こ
わ

し
た
堤
の
土
の
下
に
埋
ま
る
こ
と
も
あ
る
こ
の
岸
沿
い
の
河
水
の
意
味
を
、
「
女
の
一
生
」
の
中
で
作
者

は
何
故
認
め
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

「
何
に
し
て
も
生
活
が
」
根
本
だ
と
い
う
こ
と
、
「
思
想
と
い
う
も
の
は
母
の
愛
と
か
肉
親
の
愛
と
い
う

も
の
よ
り
遙
に
深
い
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
作
者
は
、
「
驚
く
べ
き
変
化
で
あ
る
と
同

時
に
恐
る
べ
き
変
化
」
と
し
て
若
い
時
代
の
関
心
が
社
会
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
眺
め
て
い
る
。
昔

は
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
が
こ
わ
か
っ
た
が
、
今
で
は
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
息
子
」
だ
と
公
荘

の
洩
す
苦
笑
は
、
あ
な
が
ち
公
荘
の
み
の
も
の
だ
と
云
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
自
分
を
よ
い
母
と
自
任
し
て
い
る
允
子
が
、
ど
ん
な
に
よ
い
母
だ
っ
て
、
息
子
に
出
て
ゆ
か
れ
て
し
ま

う
の
だ
、
と
い
う
結
論
か
ら
、
再
び
医
者
と
し
て
自
立
す
る
心
理
の
過
程
に
、
私
は
一
応
の
積
極
的
な
意
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味
を
認
め
る
と
同
時
に
、
現
代
の
中
流
家
庭
内
に
お
こ
り
つ
つ
あ
る
何
か
深
刻
な
親
子
の
利
害
の
対
立
と

分
離
と
、
親
が
子
に
対
し
て
従
来
の
生
活
を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
小
市
民
的
な
本
能
の
反
映
を
作
者
の
内

面
か
ら
射
す
も
の
と
し
て
感
じ
た
。
例
え
ば
周
囲
の
事
情
に
よ
っ
て
允
男
が
親
の
家
を
出
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
け
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
家
を
出
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
親
を
捨
て
た
の
で
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
允
子
は
息
子
の
家
出
と
自
分
ら
の
捨
て
ら
れ
た
こ
と
と
を
同
時
に
感
じ
て
お
り
、
作
者
も

亦
こ
の
感
じ
を
允
子
の
感
じ
の
中
に
置
い
て
見
て
い
る
。
允
子
は
、
何
故
自
分
ら
が
よ
い
親
で
あ
っ
た
筈

だ
の
に
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
最
も
人
間
の
真
実
あ
る
交
渉
の
機
微
に
ふ

れ
た
点
へ
は
、
些
も
省
察
の
目
を
む
け
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
こ
と
を
こ
の
作
者
ら
し
く
な
い
粗
末
さ
だ

と
思
う
。
允
子
は
何
故
、
子
供
は
生
れ
た
と
き
既
に
自
分
か
ら
離
れ
て
い
た
の
だ
、
と
諦
観
す
る
前
に
、

抑
々
人
間
の
本
質
的
な
離
反
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
考
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
間
交
渉
に
真
実
を

目
ざ
す
の
が
特
質
で
あ
る
こ
の
作
者
が
、
ど
う
し
て
、
允
子
の
自
分
の
子
ば
か
り
と
り
か
え
そ
う
と
す
る

エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
が
允
男
を
し
ん
か
ら
離
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
こ
と
、
母
、
自
分
の
母
、
ほ
か

な
ら
ぬ
我
母
が
、
自
分
の
子
ば
か
り
を
庇
お
う
と
し
て
自
分
が
身
を
も
っ
て
守
っ
て
い
る
友
人
の
名
を
口

に
す
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
口
に
し
た
こ
と
に
対
す
る
允
男
の
公
憤
。
そ
れ
が
母
で
あ
る
か
ら
こ
そ
猶
更

耐
え
が
た
い
苦
し
み
と
憎
悪
を
感
じ
さ
せ
、
本
質
的
に
母
を
捨
て
た
心
持
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
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幾
万
人
か
の
母
の
た
め
に
持
前
の
道
義
的
懇
切
さ
で
説
明
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
十
分

こ
の
作
者
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
種
類
の
人
間
的
徳
義
心
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
い
う
徳
義
は
、
パ
ー

ウ
ェ
ル
の
母
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大
処
高
所
か
ら
自
分
と
わ
が
子
の
運
命
の
意

味
を
見
と
お
し
て
、
互
に
傷
つ
き
な
が
ら
ゆ
る
が
ぬ
情
愛
を
持
つ
親
は
、
現
在
の
世
の
中
に
全
然
な
い
例

で
は
な
い
。

「
女
の
一
生
」
で
最
も
重
大
な
允
子
の
「
第
二
の
出
産
」
も
、
子
に
ば
か
り
頼
る
不
甲
斐
な
い
母
で
あ
る

ま
い
と
す
る
日
暮
し
の
運
び
か
た
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
「
母
親
と
い
う
も
の
は
生
む
も
の
、
創
造
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
健
気
け
な
げ
な
自
覚
を
内
容
づ
け
る
母
と
し
て
の
愛
の
高
ま
り
、
拡
大
、
愛
の
驚
く
べ
き

賢
こ
さ
が
働
く
な
ら
ば
、
去
っ
た
息
子
と
の
間
に
新
し
い
精
神
的
接
近
の
試
み
が
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

等
が
、
全
く
と
り
お
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
非
常
に
惜
し
い
と
思
う
。
允
子
の
第
二
の
出
産
に
於
て
の
し

っ
か
り
工
合
の
中
に
は
、
作
者
に
よ
っ
て
彼
女
の
人
道
的
医
療
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
て
も
、
何
だ
か
硬
く
、

自
分
の
身
を
守
る
決
心
を
し
た
女
の
底
冷
た
さ
が
流
れ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
息
子
と
の

間
は
、
生
活
的
本
質
で
断
た
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
そ
こ
は
そ
れ
な
り
で
、
し
ゃ
っ
き
り
腰
を
ひ
き
立
て
た
允

子
の
姿
は
、
人
間
的
豊
富
さ
に
お
い
て
物
足
り
な
い
。

　
野
上
彌
生
子
氏
の
「
若
い
息
子
」
に
お
け
る
母
の
感
情
を
、
允
子
の
場
合
と
比
べ
て
、
感
じ
る
も
の
が

28山本有三氏の境地



あ
る
の
は
私
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
「
若
い
息
子
」
の
母
親
は
、
や
は
り
高
等
生
の
母
で
あ
る
。

や
は
り
、
生
活
に
不
安
は
な
い
家
庭
の
母
で
あ
る
。
息
子
が
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
元
よ
り
嫌
い

で
、
ひ
そ
か
に
息
子
が
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
大
い
に
努
力
し
て
い
る
小
市
民
的
な
母
で

は
あ
る
が
、
避
け
難
い
こ
と
が
起
ろ
う
と
す
る
前
夜
、
彼
女
は
出
て
ゆ
く
息
子
に
、
色
の
な
い
唇
で
わ
ず

か
に
囁
い
た
　
　
「
さ
む
く
な
る
か
ら
　
　
か
ぜ
ひ
か
な
い
で
ね
。
　
　
母
さ
ん
は
。
母
さ
ん
は
。
　
　
」

と
。
こ
れ
は 

断  
々 

き
れ
ぎ
れ

な
、
と
り
乱
し
た
言
葉
で
あ
る
。
が
、
切
ら
れ
な
い
愛
で
息
子
の
心
中
に
あ
る
何
も

の
か
の
横
へ
ま
で
こ
の
母
は
思
わ
ず
擦
り
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
波
」
の
中
に
あ
る
言
葉
に
従
え
ば
、
山
本
有
三
氏
は
こ
の
社
会
と
い
う
き
た
な
い
大
溝
へ
、
せ
め
て
清

水
を
流
し
込
も
う
と
し
て
い
る
一
人
の
作
者
だ
と
思
う
。
こ
の
作
家
を
愛
す
る
読
者
は
、
そ
れ
ら
の
読
者

に
愛
さ
れ
て
い
る
全
く
そ
の
原
因
か
ら
、
こ
の
作
者
の
特
質
で
あ
る
人
生
的
テ
ー
マ
が
、
現
代
の
複
雑
な

情
勢
の
間
で
、
今
日
或
る
危
機
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
敏
感
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
生
命
の

冠
」
な
ど
に
、
世
俗
的
悲
惨
を
の
り
こ
え
る
に
堪
え
る
高
い
意
気
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
人
間
と
し

て
な
す
べ
き
こ
と
を
為
す
気
魄
は
「
女
の
一
生
」
に
於
て
少
な
か
ら
ず
紛
糾
し
、
明
ら
か
な
方
向
を
示
し

得
な
い
形
で
出
さ
れ
た
。
「
真
実
一
路
」
に
到
っ
て
、
こ
の
作
者
の
核
心
を
画
す
テ
ー
マ
の
曲
線
は
充
実

し
た
力
を
失
っ
て
い
る
。
「
真
実
一
路
」
の
守
川
義
平
が
、
な
す
べ
き
こ
と
と
し
た
生
き
か
た
の
内
容
は
、
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そ
の
主
観
的
な
考
え
か
た
で
、
「
生
命
の
冠
」
の
有
村
恒
太
郎
の
行
為
よ
り
遙
に
社
会
性
が
尠
く
、
貧
弱

化
し
た
。
「
真
実
一
路
」
の
こ
の
主
人
公
は
、
生
涯
の
終
り
に
当
っ
て
、
為
す
べ
き
と
信
じ
て
し
た
こ
と

が
、
現
実
に
は
誤
り
の
連
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
得
る
の
み
で
あ
っ
た
。
従
来
の
生
き
か
た
が
誤
り

で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
、
更
に
誤
り
を
重
ね
ま
い
為
に
は
破
局
を
も
忍
ん
だ
「
津
村
教
授
」
の

熱
意
は
な
い
。
こ
の
作
品
で
、
作
者
が
「
或
意
味
で
は
幸
福
な
人
」
と
し
て
い
る
睦
子
の
生
涯
と
い
う
も

の
も
、
誤
っ
た
人
生
の
発
足
か
ら
虚
無
的
な
生
活
破
綻
に
陥
り
、
只
そ
の
壊
滅
を
惚
れ
た
男
と
共
に
出
来

た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
僅
に
或
る
意
味
で
の
幸
福
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
、
東
西
朝
日
に
「
路
傍
の
石
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
山
本
有
三
氏
が
、
ど
ん
な
新
し
い
意
力
と

用
意
と
で
も
っ
て
、
今
日
の
彼
の
読
者
の
胸
底
に
疼
い
て
い
る
如
何
に
生
く
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
答
え

て
行
く
で
あ
ろ
う
か
と
興
味
を
覚
え
る
。
人
及
び
芸
術
家
と
し
て
の
幸
福
と
は
、
果
し
て
ど
う
い
う
と
こ

ろ
に
在
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
「
真
理
を
愛
し
真
実
の
生
活
を
い
と
な
む
」
こ
と
と
「
社
会
の
中

枢
に
た
っ
て
立
派
に
働
く
」
こ
と
と
の
間
に
、
益
々
か
く
も
巨
大
な
る
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
今
日
に

於
て
。
　
　
山
本
有
三
氏
の
道
義
が
こ
れ
ま
で
放
牧
さ
れ
て
い
る
地
域
に
あ
っ
て
は
、
歴
史
の
推
移
に
つ

れ
て
、
従
来
の
種
類
の
草
だ
け
を
い
か
に
気
を
入
れ
て
氏
の
芸
術
論
に
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
こ﹅
ち﹅
ら﹅
の﹅

も﹅
の﹅
に
し
て
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏
は
何
と
な
し
顕
著
に
感
じ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
、
既
に
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「
女
の
一
生
」
の
中
で
允
子
が
息
子
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
て
し
た
こ
と
と
、
息
子
が
な
す
べ

き
こ
と
と
認
め
た
こ
と
と
の
間
に
、
社
会
的
価
値
の
評
価
を
示
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
現

わ
れ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
芸
術
論
の
中
に
云
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
芸
術
は
あ﹅
る﹅
も﹅
の﹅
を
写
す
も
の

で
は
な
く
っ
て
、
あ﹅
る﹅
べ﹅
き﹅
も﹅
の﹅
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
氏
の
芸
術
が
中
産
階
級
の
生
活
を

描
い
た
時
、
そ
の
思
想
や
感
情
が
現
在
あ﹅
る﹅
も﹅
の﹅
の
み
を
写
す
限
度
に
止
る
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
作

者
と
し
て
の
自
己
に
許
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
氏
を
し
て
書
か
し
め
な
い
外
部
の
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
嬰
児
殺
し
」
を
書
い
た
こ
の
作
者
、

感
想
「
何
処
に
訴
え
ん
」
の
筆
者
で
あ
る
こ
の
作
者
に
、
愈
々
切
実
に
「
円
は
正
方
形
を
い
く
つ
も
い
く

つ
も
き
ち
ん
と
積
み
重
ね
て
行
っ
た
後
に
は
じ
め
て
出
来
る
よ
う
に
、
正
義
を
越
え
た
尊
い
心
境
に
至
る

前
に
は
、
人
は
幾
度
か
正
義
を
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
」
（
途
上
）
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
て
い

る
筈
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
七
年
六
月
〕
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